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第 3 8 回 新 潟 糖 尿 病 談 話 会

日 時 平成21年2月28日 上目

午後2時-6時

会 場 朱鷺メッセ 2階

中会議室 201

Ⅰ . 一 般 演 題

1 眼科患者における疫学的うつ病評価尺度

(LIT.Sll)を用 い た ｢うつ病｣調査

安藤 伸朗 卓中村 祐介

済隼会新潟第 二病院眼科

あり,今回の眼科手術患者の抑うつ症状先進の割

合は,有意に高率であった.

監結論ヨ眼科手術患者に,抑うつ症状先進が多い

ことが示された 眼科医は,眼科手術を受ける患

者は抑 うつ症状が先進するリスクが商いとい う認

識を持ち,そうした患者に対しては抑うつ症状の

スクリ-ニングを日常的に行うことを考えに入れ

ておく必要がある.

2 糖尿病外来における患者の自己管理の実態

低血糖の認識調査から

石川 裕子･植木静恵f-･山本 美和
五 卜嵐哲雄 ･佐々木英夫

新潟こぼり病院糖尿病センター

m封吋】低血糖に対する自己管理 の実態 を把握

するためにアンケ-卜調査を行い,指導上の課題

を明らかにする.

監方法ヨインスリン･経口糖尿病薬を服用 して
いる通院患者1533名を対象に, ｢低血糖とその

対応｣についてパンフレ､ソトで説明し,且ヶ月後,

患者に聴き取り調査を行った.

E結果】

1)回答者536名の車 ｢パンフレットを読まな
い｣24.4%. ｢低血糖の症状が分か らない｣

ll.6%であった.

2)｢低rfii糖グ)対応について知っている｣89.7%
の中 で ｢携滞しているものがある｣が67.2%で

あった.

3)｢低血糖の症状がわからない｣62名車,分析

出来た34名では,70才以上が73.5%.太血管障

害は 71%であった

E結語】

1)加齢や太血管障害は理解力や記憶力を低下

させる自己管理妨害因 子と考えられ,家族の協力

が必要である.

2)低血糖対策の知識はあるが実行を伴わない

患者に対 しては,患者自身が原因を考えていくよ

うな指導法が必要と考えられた.


